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６
　
監
査
委
員
の
意
見

平
成
19年

8月
10日

山
梨
県
知
事
　
横
　
内
　
正
　
明
　
殿

山
梨
県
監
査
委
員
　
野
　
　
田
　
　
金
　
　
男

同
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
込
　
　
孝
　
　
元

同
　
　
　
　
　
　
　
清
　
　
水
　
　
武
　
　
則

同
　
　
　
　
　
　
　
高

野
　
　
　
　
　
剛

平
成
18年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
第
30条

第
2項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
18年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

Ⅰ
審
査
の
対
象

平
成
18年

度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

平
成
18年

度
山
梨
県
営
病
院
事
業
会
計

Ⅱ
審
査
の
手
続

平
成
18年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
各
事
業
が
地
方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
常
に
経
済
性
を
発
揮
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増

進
す
る
よ
う
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
決
算
書
類
が
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、
決
算
書
、
決
算
附
属
書
類
、
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
等
に
つ
い
て

照
査
し
、
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
求
め
、
さ
ら
に
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

Ⅲ
審
査
の
結
果
及
び
意
見

各
事
業
会
計
ご
と
の
審
査
の
結
果
及
び
意
見
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
に
お
い
て
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
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（
1
）
平
成
1
8
年
度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
18年

度
の
経
営
状
況
は
、
5億
1,750万

8,278円
の
純
利
益
を
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
812万

2,841円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
経
常
収
支
比
率
は
120.5％

で
あ
り
、
健
全
な
経
営
に
努
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
18年

度
の
純
利
益
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
の
は
、
新
琴
川
第
三
発
電
所
建
設
工
事
に
伴
う
既
存
発
電
設
備
の
除
却
仮
勘
定
1億
870万

4,920円
を
そ
の
他
特
別
損
失
と
し
て
計
上
し
た
も
の
の
、

電
力
料
収
益
の
増
加
と
営
業
費
用
、
支
払
利
息
等
の
経
費
の
圧
縮
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
営
電
気
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
電
力
小
売
り
の
部
分
自
由
化
や
、
将
来
的
に
は
電
力
の
全
面
自
由
化
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

電
気
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
既
存
発
電
所
の
改
良
や
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
経
営
の
効
率
化
や
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
、
今
後
、
予
測
さ
れ
る
電
力
料
収
益
の
減
少

に
耐
え
う
る
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
力
発
電
の
安
定
供
給
に
一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
地
域
振
興
事
業
に
対
す
る
長
期
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
及
び
利
用
料
金
制
の
導
入
に
よ
る
経
営
改
善
の
結
果
、
6,872万

5,000円
が
返
済
さ
れ
た
も
の
の
そ
の
残
高
は
63億

円
余
と
多
額
で
あ
る
。

地
域
振
興
事
業
が
抱
え
る
多
額
の
累
積
欠
損
金
、
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
用
の
増
加
等
の
要
因
を
考
慮
す
る
と
長
期
貸
付
金
の
完
済
に
は
相
当
な
期
間
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
後
も
、
長
期
貸
付
金
の
償
還
計
画
を
着
実
に
実
現
さ
せ
、
残
高
の
削
減
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
企
業
管
理
者
と
し
て
地
域
振
興
事
業
の
継
続
性
に
つ
い
て
十
分
な
評
価
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応

さ
れ
た
い
。

（
2
）
平
成
1
8
年
度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
18年

度
の
経
営
状
況
は
、
3,602万

8,636円
の
純
利
益
を
上
げ
、
前
年
度
に
比
べ
641万

5,064円
の
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
128.7％

と
健
全
な
経
営
に
努
め
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
給
湯
量
が
対
前
年
度
比
97.5％

に
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
い
温
泉
供
給
収
益
が
低
下
す
る
な
か
で
、
源
泉
機
能
回
復
の
た
め
の
修
繕
費
や
加
熱
費
等
の
増
加
に
よ
り
温
泉
管
理
費
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
経
常
収
支
比
率
が
前
年
度
を
5.2ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
給
湯
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
送
湯
管
・
配
湯
管
の
敷
設
替
工
事
な
ど
の
投
資
も
引
き
続
き
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
経
営
環
境
に
つ
い
て
楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

温
泉
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
市
等
へ
の
事
業
移
管
の
検
討
を
含
め
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
経
営
の
合
理
化
、
事
業
の
効
率
化
に
な
お
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
源
泉
の
保
護
と
地
域

振
興
に
更
に
寄
与
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
平
成
1
8
年
度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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平
成
16年

4月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
及
び
利
用
料
金
制
の
導
入
に
よ
り
、
民
間
企
業
の
参
画
を
得
た
新
た
な
経
営
・
運
営
体
制
が
発
足
し
た
。
利
用
者
数
は
前
年
度
に
比
べ
て
施
設
全
体
で
は
9,293人

の
減
で
あ
り
、
特
に
丘
の
公
園
の
主
力
で
あ
る
ゴ
ル
フ
事
業
で
は
、
4,385人

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

営
業
収
益
は
指
定
管
理
者
か
ら
の
納
入
金
等
1億
5,000万

4,054円
で
あ
り
、
営
業
費
用
は
減
価
償
却
費
や
借
地
料
等
2億
5,055万

1,216円
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
営
業
損
失
は
1億
54万

7,162円
で
は
あ
る
が
、
そ
の
額
は
昨
年
度
よ
り
3,947万

3,842円
圧
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
る
長
期
借
入
金
の
返
済

が
可
能
と
な
っ
た
。

営
業
損
失
が
削
減
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
特
別
利
益
に
非
償
却
資
産
で
あ
る
丘
の
公
園
ゴ
ル
フ
場
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
係
る
平
成
13年

度
ま
で
の
減
価
償
却
費
の
累
計
額
1億
9,140万

1,520円
を
過
年

度
損
益
修
正
益
と
し
、
局
長
公
舎
跡
地
売
却
益
2,303万

5,942円
を
固
定
資
産
売
却
益
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
た
。

一
方
、
特
別
損
失
は
、
建
設
準
備
勘
定
の
新
規
事
業
調
査
費
分
6,480万

1円
を
そ
の
他
特
別
損
失
に
計
上
す
る
な
ど
の
処
理
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
当
年
度
純
利
益
と
し
て
、
4,835万

4,483円
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は
、
30億

6,513万
4,942円

と
依
然
と
し
て
多
額
で
あ
る
。

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、
多
額
の
累
積
欠
損
金
や
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
用
の
増
加
等
の
要
因
を
考
慮
す
る
と
、
長
期
借
入
金
の
完
済
に
は
相
当
な
期
間
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。今
後
も
、
長
期
借
入
金
の
返
済
計
画
を
着
実
に
実
現
し
残
高
の
削
減
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
企
業
管
理
者
と
し
て
地
域
振
興
事
業
の
継
続
性
に
つ
い
て
十
分
な
評
価
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
さ
れ

た
い
。

（
4
）
平
成
1
8
年
度
山
梨
県
営
病
院
事
業
会
計

意
　
　
　
　
　
　
　
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
病
院
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

病
院
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
18年

度
の
病
院
事
業
全
体
の
経
営
状
況
は
、
18億

3,196万
6,871円

の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
17年

度
よ
り
20億

1,457万
6,536円

赤
字
が
減
少
し
て
い
る
。
赤
字
減
少
の
主
な
原
因
は
、

平
成
17年

度
に
お
い
て
、
既
存
建
物
の
解
体
・
撤
去
を
行
い
16億

7,126万
3,611円

の
特
別
損
失
を
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
18年

度
の
赤
字
の
原
因
は
、
医
業
収
益
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
中
央
病
院
建
設
に
伴
う
減
価
償
却
費
が
引
き
続
き
多
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
35億

7,169万
7,000円

は
、
中
央
病
院
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
、
高
度
特
殊
医
療
、
周
産
期
医
療
等
の
経
費
や
企
業
債
償
還
金
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
中
央
病
院
に
お
い
て
、
診
療
報
酬
の
調
定
方
法
を
変
更
し
た
こ
と
や
平
成
17年

度
以
前
の
医
業
収
益
の
一
部
に
計
上
漏
れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
過
年
度
に
係
る
収
益
の
修
正
5億
3,970万

619円
の
計
上
を
行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
15年

度
か
ら
平
成
17年

度
に
か
け
て
医
師
招
へ
い
謝
金
の
一
部
に
支
払
い
漏
れ
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
平
成
17年

度
経
費
の
未
払
金
へ
の
計
上
漏
れ
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平
成
17年

度
末
で
、
3,588万

7,836円
の
過
誤
未
払
金
が
発
生
し
た
。
今
決
算
で
そ
れ
ぞ
れ
過
年
度
損
益
修
正
益
及
び
過
年
度
損
益
修
正
損
と
し
て
処
理
し
て
い
る
が
、
今
後
は
再
発
防
止
の
た
め
、
経
理
事
務
の
見

直
し
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

今
後
の
経
営
見
通
し
は
、
毎
年
多
額
の
中
央
病
院
の
減
価
償
却
費
が
生
じ
る
こ
と
や
、
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
企
業
債
償
還
金
対
策
の
た
め
の
減
債
積
立
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
急
速
な

高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
に
対
す
る
国
の
医
療
制
度
改
革
な
ど
も
あ
り
、
一
層
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

病
院
事
業
の
目
的
は
、
県
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
早
期
に
赤
字
体
質
か
ら
脱
却
し
、
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
る
に
、
病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成
14年

度
か
ら
18年

度
ま
で
連
続
5年
間
赤
字
決
算
で
あ
る
こ
と
や
病
床
利
用
率
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
平
成
21年

度
に
お
い
て
経
営
収
支
の
黒
字

化
を
図
る
と
し
た
「
県
立
中
央
病
院
経
営
改
善
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
計
画
」
の
目
標
達
成
は
、
非
常
に
厳
し
い
と
思
慮
さ
れ
る
。

ま
た
、
累
積
赤
字
が
、
120億

9,287万
3,527円

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
病
院
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
可
能
で
抜
本
的
な
病
院
改
善
計
画
の
見
直
し
等
を
早
急
に
進
め
、
公
共
性
と
経
済

性
を
基
本
と
し
た
公
営
企
業
の
経
営
原
則
に
則
り
、
効
率
的
運
営
と
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
民
医
療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
基
幹
病
院
と
し
て
、
県
民
の
期
待
に
十
分
応
え
る
よ
う
一
層
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の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
17年

度
に
お
い
て
中
央
病
院
建
設
費
に
か
か
る
企
業
債
の
超
過
借
入
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
今
後
は
会
計
事
務
処
理
の
更
な
る
適
正
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。




